
日本アンテナ株式会社 概要

本社所在地	 ： 東京都荒川区西尾久 7-49-8
設	 立	：1953 年 11月20日
代表取締役社長：瀧澤 功一
従  業  員  数	： 417 名（2019 年 3月31日現在）
H	  P	： https://www.nippon-antenna.co.jp/ja/index.html
沿	 革	：	
1953年	 日本アンテナ株式会社を設立(資本金50万円)、自動車ラジオ用アンテナ及びテレビ用ア

ンテナの製造販売を開始。
1960年	 本社新社屋竣工
1962年	 自動車ラジオ用電動式アンテナを開発、製造販売を開始。
1965年	 電子機器及び無線通信用アンテナの製造販売を開始。	 埼玉県所沢市に所沢工場操業

開始。
1966年	 電気通信工事部門へ進出。
1968年	 埼玉県蕨市に蕨工場操業開始。
1979年	 自動車電話用アンテナを開発、製造販売を開始。
1982年	 MCAアンテナ、ICブースタを開発、製造販売を開始。
1984年	 BS(衛星放送)受信用機器を開発、製造販売を開始。
1987年	 携帯電話用アンテナを開発、製造販売を開始。
1989年	 CS(通信衛星放送)受信用機器を開発、製造販売を開始。
1991年	 埼玉県川里工業団地に川里工場操業開始。
1992年	 本社本館竣工。
1995年	 自動車用広帯域三波一体式ルーフアンプアンテナを開発、製造販売を開始。
2001年	 川里工場に大型電波暗室完成。
2008年	 弊社開発のギャップフィラーシステムが業界第１号の「技術基準適合証明」を取得。
2010年	 車載用ラジオ向け低背化アンテナ（LPA）を開発。
	 弊社方向探知用アンテナ、小惑星探査機「はやぶさ」からの帰還カプセル回収に貢献。
2012年	 新ブランド「INE(アイネ)」 立ち上げ。
2013年	 室内/屋外用薄型高性能UHFアンテナ(F-PLUSTYLEシリーズ)を開発。
	 ワンセグ/V-Lowマルチメディア放送受信に対応したWi-Fiチューナー型受信機を開発。
2014年	 GPSソーラーウオッチに搭載するリングアンテナを開発。
	 A-VICS用双方向指向性アンテナを開発。
	 埼玉県行田市にNIPPON ANTENNA LOGISTICS(物流センター)操業開始。
2015年	 4K/8K対応製品のリリース開始（12月）。
2016年	 狭帯域デジタル通信方式無線用ギャップフィラーシステムを開発。
	 国土交通省革新的河川管理プロジェクトに参画。
2017年	 東京オリンピック・パラリンピックに向けた次世代タクシー搭載無線用アンテナを開発。
2018年	 建設現場の安全管理に「位置管理システム」用円偏波アンテナを開発。

テ
レ
ビ
か
ら
携
帯
電
話
、、災
害
警
報
な
ど
暮
ら

し
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
電

波
。電
波
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
を
強
み
に
、独

自
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
の
は
日
本

ア
ン
テ
ナ
株
式
会
社
様
で
す
。

　
東
京
・
荒
川
区
尾
久
に
あ
る
本
社
で
瀧
澤
豊
吉 

営

業
本
部 

営
業
統
括
部 

部
長
、岩
本
浩
志
郎 

営
業
本

部 

通
信
機
器
営
業
部 

部
長
、児
玉
幸
一 

営
業
本
部 

放
送
機
器
営
業
部 

営
業
2
課 

課
長
代
理
の
3
氏
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

ヒットブランド
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編
集
部　
ま
ず
は
、
皆
様
の
簡
単
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

瀧
澤　
入
社
は
2
0
0
4
年
、
最
初

は
大
阪
支
店
で
西
日
本
エ
リ
ア
の

営
業
、
そ
の
後
、
生
産
部
門
に
6

～
7
年
、
技
術
部
門
で
の
設
計
・

開
発
と
歴
任
し
、
昨
年
4
月
か
ら

営
業
部
門
の
統
括
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

岩
本　
1
9
9
6
年
に
入
社
し
ま
し

て
、
16
年
間
広
島
営
業
所
に
お
り

ま
し
た
。
7
年
前
か
ら
は
本
社
に

異
動
し
、
放
送
部
門
の
本
部
業
務
、

今
年
の
4
月
か
ら
通
信
部
門
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

児
玉　
1
9
9
7
年
に
入
社
し
、
東

京
支
店
に
5
年
程
在
籍
し
た
後
、

工
事
関
連
部
門
に
暫
く
在
籍
、
そ

の
後
東
京
支
店
、
大
阪
支
店
、
現

在
は
放
送
機
器
営
業
部
で
主
に
共

聴
シ
ス
テ
ム
関
係
の
営
業
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

電
波
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

技
術
に
強
み

編
集
部　
会
社
の
沿
革
を
簡
単
に
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

瀧
澤　
1
9
5
3
年
に
創
業
者
が
こ

こ
荒
川
で
会
社
を
設
立
し
、
今
年

で
67
周
年
と
な
り
ま
す
。

　
　

製
品
開
発
の
歴
史
を
主
な
と
こ

ろ
に
絞
っ
て
言
い
ま
す
と
、
自
動

車
ラ
ジ
オ
用
ア
ン
テ
ナ
と
テ
レ

ビ
用
ア
ン
テ
ナ
の
製
造
販
売
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
79
年
に
は
自
動
車

電
話
用
ア
ン
テ
ナ
、
84
年
に
Ｂ
Ｓ

（
衛
星
放
送
）
受
信
用
機
器
、
89

年
Ｃ
Ｓ
（
通
信
衛
星
放
送
）
受
信

用
機
器
を
展
開
。
08
年
に
ギ
ャ
ッ

プ
フ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
業
界
第

1
号
の
「
技
術
基
準
適
合
証
明
」

取
得
、
同
年
に
は
業
界
初
の
平
面

中央…瀧澤豊吉 営業本部 営業統括部 部長　　右……児玉幸一 営業本部 放送機器営業部 営業 2 課 課長代理
左……岩本浩志郎 営業本部 通信機器営業部 部長

ヒットブランド
の源泉 Vol.24

放
送
と
通
信
で
暮
ら
し
を

支
え
る
日
本
ア
ン
テ
ナ
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ア
ン
テ
ナ（
地
デ
ジ
対
応
薄
型
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
）を
開
発
し
ま
し
た
。 

編
集
部　
会
社
名
は
日
本
ア
ン
テ
ナ

で
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
に
と
ど
ま
ら

ず
多
岐
に
わ
た
る
製
品
を
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

岩
本　
当
社
は
放
送
と
通
信
と
い
う

両
軸
で
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
視
聴
、
電
波
時
計
の
時

刻
補
正
、
携
帯
電
話
の
安
定
的
通

信
、
タ
ク
シ
ー
の
配
車
、
地
下
空

間
で
の
通
信
利
用
な
ど
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
電
波
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
電
波
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
を
強
み
と

し
て
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、

事
業
展
開
し
て
い
る
の
が
当
社
の

特
長
で
す
。

 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術

電
波
時
計
向
け
時
刻
補
正

シ
ス
テ
ム「
Ｊ
Ｊ
Ｙ
」

編
集
部　
様
々
な
製
品
を
開
発
し
て

き
た
中
で
、
ヒ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド

（
商
品
）
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま

す
か
。

瀧
澤　
当
社
の
商
品
は
、
基
本
的
に

は
日
本
ア
ン
テ
ナ
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
開
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
電
波
時
計
向
け
の
時
刻
補
正

シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
Ｊ
Ｙ
」
を
紹
介
さ
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せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
部　
ど
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
な

の
で
し
ょ
う
。

児
玉　
通
常
、
電
波
時
計
は
、
福
島

県
（
お
お
た
か
ど
や
山
送
信
周
波

数
：
40
k
Hz
）
と
佐
賀
県
（
は
が

ね
山
送
信
周
波
数
：
60
k
Hz
）
の

2
箇
所
の
標
準
周
波
数
局
か
ら
送

信
さ
れ
た
標
準
電
波
（
時
刻
情
報

を
の
せ
た
電
波
コ
ー
ル
サ
イ
ン
：

Ｊ
Ｊ
Ｙ
）
を
受
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
電
波
を
ビ
ル
の
屋
上
に
建
て

た
長
波
用
の
ア
ン
テ
ナ
で
受
信

し
、
Ｆ
Ｍ
変
調
後
、
テ
レ
ビ
の
共

聴
（
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
ラ
イ
ン
に
重
畳

し
、
輻
射
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
や
端

末
に
設
け
た
輻
射
ア
ン
テ
ナ
で
再

輻
射
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

岩
本　
放
送
と
通
信
を
融
合
し
た
弊

社
独
自
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
言
え
ま

す
。

 

全
て
の
お
客
様
に
対
応
し
た

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

編
集
部　
開
発
の
背
景
は
。

児
玉　
「
電
波
時
計
を
購
入
し
た
が
、

電
波
受
信
が
出
来
ず
、
時
刻
ズ
レ

が
発
生
す
る
」
と
い
う
お
客
様
か

ら
の
情
報
が
あ
り
、
開
発
に
着
手

し
ま
し
た
。

編
集
部　
確
か
に
、
電
波
時
計
の
時

刻
ズ
レ
は
私
も
経
験
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
も

の
な
の
か
な
と
。

岩
本　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
病
院
、
学
校

な
ど
の
鉄
筋
・
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
の
建
物
、
ビ
ル
内
や
地
下

街
等
で
は
標
準
電
波
が
建
物
内
に

届
き
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

標
準
電
波
が
遮
蔽
さ
れ
受
信
が
難

し
い
場
所
の
電
波
時
計
で
も
日
本

標
準
時
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

編
集
部　
特
長
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

児
玉　
既
存
の
テ
レ
ビ
共
聴
シ
ス
テ

ム
の
ラ
イ
ン
を
利
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
と
、
一
般
に
市
販
さ
れ
て

い
る
電
波
時
計
な
ら
ど
れ
で
も
利

用
で
き
る
と
い
う
の
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

編
集
部　
特
に
需
要
が
多
い
の
は
ど

う
い
っ
た
現
場
な
の
で
し
ょ
う
。

児
玉　
学
校
や
病
院
な
ど
正
確
な
現

在
時
刻
を
必
要
と
す
る
場
所
か
ら

の
引
き
合
い
が
多
い
で
す
ね
。
地

域
的
な
面
か
ら
も
、
周
波
数
局
が

福
島
県
と
佐
賀
県
の
2
箇
所
し
か

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
中
間
地
点
に

あ
た
る
関
西
方
面
は
電
波
が
弱
ま

り
、
時
刻
ズ
レ
も
起
き
や
す
い
よ

う
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

編
集
部　
施
工
性
や
コ
ス
ト
面
は
い

か
が
で
す
か
。

岩
本　
既
設
の
共
聴
シ
ス
テ
ム
が
Ｆ

Ｍ
帯
域
ま
で
伝
送
し
て
い
れ
ば
、

標
準
電
波
受
信
用
ア
ン
テ
ナ
、
機

器
類
、
簡
単
な
設
備
工
事
費
用
だ

け
で
導
入
で
き
ま
す
の
で
、
新
た

に
標
準
電
波
受
信
専
用
設
備
を
導

入
す
る
場
合
よ
り
も
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
が
図
れ
ま
す
。

編
集
部　
テ
レ
ビ
の
共
聴
ラ
イ
ン
を

利
用
す
る
と
い
う
発
想
が
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。
他
の
シ
ス
テ
ム
も
展
開

し
て
い
ま
す
ね
。

児
玉　
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
型
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

型
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
型
と
合
計
4
タ

イ
プ
の
電
波
時
計
向
け
シ
ス
テ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

受信アンテナ

STA-41

小型受信アンテナ

STA-42

受信用
（FM) 変調器

STM-43

復調器

STD1F

輻射ユニット
( 復調器内蔵 )

STG40F
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編
集
部　
4
タ
イ
プ
も
あ
る
ん
で
す

ね
。
性
能
の
優
劣
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
タ
イ
プ

を
選
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

岩
本　
も
ち
ろ
ん
性
能
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
タ
イ
プ
が
優
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

お
客
様
の
環
境
、
ニ
ー
ズ
に
よ
っ

て
ど
の
タ
イ
プ
が
最
適
か
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
全
て
の
お
客
様

に
対
応
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
用

意
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇

編
集
部　
最
後
に
、
読
者
の
電
材
卸

店
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

瀧
澤　
放
送
と
通
信
を
両
軸
と
す
る

総
合
ア
ン
テ
ナ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

有
線
・
無
線
問
わ
ず
電
波
伝
送
に

係
る
商
品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
、

設
備
施
工
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
電
波
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

技
術
を
強
み
に
、
“
電
波
が
も
た

ら
す
よ
り
豊
か
な
社
会
づ
く
り
の

実
現
”
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
よ
り
国
土
交
通
省

が
推
進
す
る
革
新
的
河
川
管
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
第
一
弾
）に
参
画
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、国
土
交
通
省 

北

陸
地
方
整
備
局
管
内
の
一
級
河
川

（
四
河
川
）に
、当
社
が
開
発
し
た

危
機
管
理
型
水
位
計
を
27
基
納
入
、

運
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の「
危
機
管
理
型

水
位
計
」に
準
拠
し
て
お
り
、複
数

の
水
位
セ
ン
サ
ー
を
親
機
に
集
約

す
る
、回
線
集
約
型
が
特
徴
で
す
。

（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
抑
制
）

　
子
機（
水
位
セ
ン
サ
ー
）に
は
電

力
が
必
要
な
通
信
S
I
M
が
必
要

な
く
、バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
の
運
用

が
可
能
と
な
る
他
、従
来
で
は
設

置
が
困
難
で
あ
っ
た
通
信
キ
ャ
リ

ア
網
が
不
安
定
な
山
間
部
や
上
流

河
川
へ
の
水
位
計
設
置
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

日
本
ア
ン
テ
ナ
で
は
、国
内

最
大
級
の
大
型
電
波
暗
室
を
は

じ
め
、5
つ
の
電
波
暗
室
を
保

有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
5
G（
第
5
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）や
ミ

リ
波
伝
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
多
様

な
通
信
周
波
数
を
高
精
度
に
、

か
つ
、短
時
間
で
測
定
す
る
こ

と
が
可
能
な「
コ
ン
パ
ク
ト
レ

ン
ジ
測
定
シ
ス
テ
ム
」で
す
。

　
「
リ
フ
レ
ク
タ
」と
呼
ば
れ
る

特
殊
な
形
状
の
反
射
板
を
用
い

る
こ
と
で
、短
い
距
離
で
遠
方

界
と
同
等
な
測
定
環
境
を
構
築

で
き
る
こ
と
が
特
長
。例
え
ば

12
G
Hz
帯
の
測
定
で
は
1
0
0

ｍ
以
上
の
屋
外
の
オ
ー
プ
ン
サ

イ
ト
で
測
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
が
、数
メ
ー
ト
ル
に
送

受
信
間
距
離
を
抑
え
ら
れ
、測

定
時
間
も
約
2
人
日
か
ら
約

0
・
5
人
日
へ
の
短
縮
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、法
政
大
学・大
学

院
特
定
課
題
研
究
所
・
電
磁
波

工
学
研
究
所（
東
京
都
小
金
井

市
）と
産
学
連
携
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、超
高
精
度
電

波
測
定
設
備「
コ
ン
パ
ク
ト
レ

ン
ジ
測
定
シ
ス
テ
ム
」に
よ
る

ミ
リ
波
ア
ン
テ
ナ
の
性
能
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

国
交
省
推
進
の

危
機
管
理
型
水
位
計
を

納
入
開
始

法
政
大
学
と
の
産
学
連
携
で

次
世
代
ア
ン
テ
ナ
の

性
能
評
価
を
実
施

独自の電波伝播シミュレーションにより、
現場ごとに最適な回線設計をご提案
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　　　　　　　　　　周波数変換装置（ダウン　　　　　コンバーター・アップコンバーター）

　

新
4
K
8
K
衛
星
放
送
の
高
い
周

波
数
の
電
波
を
C
A
T
V
の
低
い
周

波
数
帯
域
へ
変
換
し
、テ
レ
ビ
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
入
力
前
で
新
4
K
8
K
衛
星

放
送
の
電
波
へ
復
元
す
る
集
合
住
宅

用
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ダ
ウ
ン
コ
ン
バ
ー
タ
ー
は
、既
存
の

テ
レ
ビ
共
聴
設
備
に
設
置
を
す
る

だ
け
で
、新
４
Ｋ
８
Ｋ
衛
星
放
送
の

高
い
周
波
数
の
電
波（
2
2
2
4
～

3
2
2
4
M
Hz
）を
C
A
T
V
の
低
い

周
波
数
帯
域（
90
～
4
7
0
M
Hz
）へ

変
換
し
、ア
ッ
プ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
は
4
K・

8
K
テ
レ
ビ
/
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
入
力
前

で
使
用
す
る
事
に
よ
り
新
４
Ｋ
８
Ｋ

衛
星
放
送
の
電
波
へ
復
元
し
ま
す
。

　

新
４
Ｋ
８
Ｋ
衛
星
放
送
の
全
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
視
聴
す
る
場
合
、テ
レ
ビ
共
聴

設
備
を
3
・
2
G
Hz
対
応
の
機
器
に

全
面
改
修
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

設
備
の
状
態
に
よ
っ
て
は
施
工
が
困
難

で
あ
り
、改
修
工
事
期
間
が
長
期
化

し
ま
す
。「
周
波
数
変
換
装
置
」は
困

難
な
全
面
改
修
工
事
に
代
わ
り
、ブ
ー

ス
タ
ー
等
の
受
信
機
器
の
増
設
や
同

軸
ケ
ー
ブ
ル
の
引
替
え
な
ど
を
行
わ
ず
、

既
存
の
テ
レ
ビ
共
聴
設
備
で
新
４
Ｋ
８

Ｋ
衛
星
放
送
の
視
聴
を
可
能
と
し
ま

す
。

　

集
合
住
宅・商
業
施
設・ホ
テ
ル・学

校
な
ど
、テ
レ
ビ
共
聴
設
備
の
大
幅
な

シ
ス
テ
ム
変
更
、機
器
の
交
換
／
調
整

に
よ
る
長
期
間
の
工
事
を
必
要
と
す

る
施
設
に
最
適
で
す
。

　

集
合
住
宅・商
業
施
設
等
、工
事
期

間
の
長
期
化
や
改
修
が
困
難
な
住
戸

貫
通
型
配
線
へ
の
新
4
K
8
K
衛
星

放
送
の
導
入
を
目
指
し
て
開
発
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
『
マ
ン
シ
ョン
な
ど
共
同
住
宅
に
お
い

て
、新
4
K
8
K
衛
星
放
送
の
全
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
視
聴
す
る
場
合
、テ
レ
ビ
共

聴
設
備
を
従
来
の
2
・
6
G
Hz
か
ら

3・2
G
Hz
対
応
の
機
器
に
全
面
改
修

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、改

修
費
用
が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
う

え
、各
住
戸
の
改
修
工
事
を
す
る
に
は

膨
大
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、工
事
を
す
る
に
は
、全
住
戸

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
改
修
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

当
商
品
は
、共
用
部
の
工
事
を
す
る

だ
け
で
よ
く
、視
聴
希
望
の
住
戸
だ
け

ア
ッ
プ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
を
購
入
す
れ
ば
い

い
た
め
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
修
費
用
が
抑

え
ら
れ
、、改
修
の
同
意
も
得
や
す
く

な
り
ま
す
。』（
通
信
機
器
営
業
部 

岩

本
部
長
）。
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　　　　　　　　　　周波数変換装置（ダウン　　　　　コンバーター・アップコンバーター）

　

新
4
K
8
K
衛
星
放
送
の
高
い
周

波
数
の
電
波
を
C
A
T
V
の
低
い
周

波
数
帯
域
へ
変
換
し
、テ
レ
ビ
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
入
力
前
で
新
4
K
8
K
衛
星

放
送
の
電
波
へ
復
元
す
る
集
合
住
宅

用
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ダ
ウ
ン
コ
ン
バ
ー
タ
ー
は
、既
存
の

テ
レ
ビ
共
聴
設
備
に
設
置
を
す
る

だ
け
で
、新
４
Ｋ
８
Ｋ
衛
星
放
送
の

高
い
周
波
数
の
電
波（
2
2
2
4
～

3
2
2
4
M
Hz
）を
C
A
T
V
の
低
い

周
波
数
帯
域（
90
～
4
7
0
M
Hz
）へ

変
換
し
、ア
ッ
プ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
は
4
K・

8
K
テ
レ
ビ
/
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
入
力
前

で
使
用
す
る
事
に
よ
り
新
４
Ｋ
８
Ｋ

衛
星
放
送
の
電
波
へ
復
元
し
ま
す
。

　

新
４
Ｋ
８
Ｋ
衛
星
放
送
の
全
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
視
聴
す
る
場
合
、テ
レ
ビ
共
聴

設
備
を
3
・
2
G
Hz
対
応
の
機
器
に

全
面
改
修
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

設
備
の
状
態
に
よ
っ
て
は
施
工
が
困
難

で
あ
り
、改
修
工
事
期
間
が
長
期
化

し
ま
す
。「
周
波
数
変
換
装
置
」は
困

難
な
全
面
改
修
工
事
に
代
わ
り
、ブ
ー

ス
タ
ー
等
の
受
信
機
器
の
増
設
や
同

軸
ケ
ー
ブ
ル
の
引
替
え
な
ど
を
行
わ
ず
、

既
存
の
テ
レ
ビ
共
聴
設
備
で
新
４
Ｋ
８

Ｋ
衛
星
放
送
の
視
聴
を
可
能
と
し
ま

す
。

　

集
合
住
宅・商
業
施
設・ホ
テ
ル・学

校
な
ど
、テ
レ
ビ
共
聴
設
備
の
大
幅
な

シ
ス
テ
ム
変
更
、機
器
の
交
換
／
調
整

に
よ
る
長
期
間
の
工
事
を
必
要
と
す

る
施
設
に
最
適
で
す
。

　

集
合
住
宅・商
業
施
設
等
、工
事
期

間
の
長
期
化
や
改
修
が
困
難
な
住
戸

貫
通
型
配
線
へ
の
新
4
K
8
K
衛
星

放
送
の
導
入
を
目
指
し
て
開
発
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
『
マ
ン
シ
ョン
な
ど
共
同
住
宅
に
お
い

て
、新
4
K
8
K
衛
星
放
送
の
全
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
視
聴
す
る
場
合
、テ
レ
ビ
共

聴
設
備
を
従
来
の
2
・
6
G
Hz
か
ら

3・2
G
Hz
対
応
の
機
器
に
全
面
改
修

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、改

修
費
用
が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
う

え
、各
住
戸
の
改
修
工
事
を
す
る
に
は

膨
大
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、工
事
を
す
る
に
は
、全
住
戸

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
改
修
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

当
商
品
は
、共
用
部
の
工
事
を
す
る

だ
け
で
よ
く
、視
聴
希
望
の
住
戸
だ
け

ア
ッ
プ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
を
購
入
す
れ
ば
い

い
た
め
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
修
費
用
が
抑

え
ら
れ
、、改
修
の
同
意
も
得
や
す
く

な
り
ま
す
。』（
通
信
機
器
営
業
部 

岩

本
部
長
）。
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